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諸鈍方言の動詞の終止形おぽえがき

まつもとひろたけ

（はじめに）

加計呂麻島諸鈍方言は奄美大島南部方言に属する。ここの方言の動詞の活用には徳之島方

言ほどではないが、ヲリの融合しない１日連用形の終止的な用法がみとめられる。また、１，

２段系の活用タイプの動詞にラ行４段化しないかたちが共存していることが、ほかの奄美諸

方言よりおおいようである。これらは南琉球方言に属する宮古方言につながるふるい層とさ

れる。終止形の、語尾形が沖永良部方言以外の琉球方言とちがって～ｍのかたちを保存して

いる点にもふるきがあらわれている。

以下では諸鈍方言にもみられる標準語ノム、ノマナイにあたるみとめかた（肯定・否定）

のカテゴリーのなかで対立する二系列の動詞の終止形の活用をきれつづき（文中での機能）

にそってみていくが、ていねいさのカテゴリーにくわわる、標準語ノミマス、ノミマセンに

あたる、ていねい系列についても、ここでふれておく。

(標準語）

ノム 【
］

．

L］

ていねい形のうちnumjozrにあたるかたちは奄美大島北部方言にもnumjoxriとしてでて

くるが、numja，ｏｒは南部方言にしかきかれない。諸鈍方言では両方のかたちを区別なくつ

かう。

諸鈍方言のnumjoxr形がていねい動詞的であることは

・tuNnjutubjoxr・トリガトビマス。

のような用法のゆるきれることからわかるが、標準語の～マスほどていねい動詞化していな

いようである。

・waNnasehenumjoxr・ワタシハサケヲノミマス。
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はノミマスとちがいなお謙譲性がのこっているという。謙譲的なnumjoxrはnumja:blrノ

ミハベリでおきかえることができる。numjaxbIrはnumjoxr，numja，ｏｒよりもふるいが、諸

鈍方言でも以前はつかうひとがいたという。上記の表からは省略した。

・waNnasehenumjabfr・ワタシハサケヲノミマス。

・gasidarjoxr．＝gasidarjablr・ソウデス。

今回はこの種の問題をふくむていねい動詞系列にはこれ以上ふれない。以下の例文にはてい

ねい動詞系列のものもはいっている。

（１）終止形をみとめ動詞、うちけし動詞の順にとりあげる。みとめ動詞の終止形はムー

ド、テンスのカテゴリーにそった対立にしたがってみていくと、まず、テンスの対立のある

叙述法、うたがい法、たずね法とその対立のないはたらきかけ法、ねがい法にわかれる。テ

ンスの対立のある前者はざらに断定一推量の対立のある叙述法、うたがい法とその対立のな

いたずね法とにわかれる。このパラダイムのくみかたは絶対のものではなく、別の対立のさ

せかたもかんがえられる。

（みとめ動詞終止形叙述法）

すぎさらず
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叙述法断定の終止形は標準語とちがって、メンバーが複雑である。まず、諸鈍方言には他の

奄美諸方言同様かかりむすび終止形があって、それはかかりの－．ｕをうけたときにだけあ

らわれる。それ以外はかかりのかたちによってしばられない。

すぎきらず形の語幹のつくりからは、ヲリにあたる動詞を融合きせたnumjur以下のヲリ

融合形と、そうでない連用起源形ｎｕｍ－とにわけることができる。ただし、ａｒアリだけは

ヲリ融合形をもたない。

つぎにみるテンスーアスベクト的な意味の点からは、進行中のうごきをあらわすことのな

いnumjum系列と、まがりなりにもそれをあらわせるnumjum以外とにわけられる。ｍ語

尾形と非、語尾形とをわける点で、この特徴は断定法の下位区分として重要かもしれない。

このｍ語尾が、推量法のつくりにもかかわっているとすれば、カテゴリーの対立の点でいろ
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いろなことをかんがえさせてくれる。

いわゆる「終助詞」がこれらの終止形にさらにつくことがあるが、それについては省略す

る。

（２）ここでテンスの三系列について、テンス的な意味にアスベクト的な意味をからめて、

かんたんにふれておく。すぎさらず系列は、シヨル形を出発点としているが、標準語とおな

じく、ひとまとまりの、テンス的には未来のうごきをあらわすのがふつうである。とりわけ、

ｍ語尾形は現在進行中のうごきにはつかえない。融合したヲリが、いわば語尾一ｍの意志＝

未来性にまけている。ほかの、ｎｕｍ形は（例文はあとで)、進行形のうごきもしめすことが

あるし、動詞によっては結果の状態（～過去）的にみえるものもある。また、ヲリ形も現在

進行中のうごきをしめすことがあるが、ふつうは進行中のうごき（や結果の状態）はシトル

系列nudurであらわす。

・amimuhu(r)jur、アメガフッテイル（アメガフルの意味がふつう)。

・amrnuhutur．アメガフッテイル。

動名詞終止形、かかりむすび終止形も現在のうごきをあらわすことができる。

・arimumjus・カレハノンデルジャナイカ。

．、uganumjuN・ナニヲ／ナゼノムカ／ノンデイルカ。

推定法numjuroはノムダロウの意味である。ただし、同音形式のきそいかけ法のかたち

numjuroノンデイヨウがある。これについてはあとでふれる。

シダすぎきり系列は標準語のシダすぎきりの意味用法のワク内におさまるようである。た

だし、標準語のシダ形の用法の一部はつぎのシヨッタすぎさりがになう。シヨッタすぎさり

は標準語シテイタの意味か、ヨクーシタという習`慣をあらわすかになる。前者だとシトルに

あたるnudur系列の過去nudutaとせりあう。標準語シテイタの意味はnudutaであらわす

のがふつうだが、numjutaとのせりあいがのこっている点で、大島北部方言などよりふる

いようである。

.ａr'jasehenumjuta．（＝ar，jaseh6nuduta.)カレハサケヲノンデイタ。

・wahasaNtu2kiNja'ixsehenumjuta（×nuduta)．ワカイトキニハヨクサケヲノミ

ヨッタ。

numjutaはnumfutaという融合のすすんでいないかたちもある。ヲリの意味のいきている

ことのあらわれとみられる。また、語尾形、動名詞終止形その他でもここではシテイタの意

味になる。

（３）連用起源の終止形はすぎさらず形が非ヲリ融合の旧連用形ノミにあたるかたちから、
●

シダすぎきり、シヨッタすぎきり形がそれぞれシテ、シヨッテにあたるシテ連用形からなる。
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nudI，numjutIは、nuda，numjutaが反省、回想的で詠嘆をともなう感じなのに対し直観直

叙的という。諸鈍方言のｎｕｍ(-）には、強変化タイプでもなんとか単独の用法がみられると

ころが、北部方言とちがうが、やはりふつうはうしろに「終助詞」をつけてつかう。この

bound-form的なことをｎｕｍ(-）のハイフンでしめしておく。

・wagatur(ga)．ワタシガトル(ヨ)。

．、adrhaciikdo,名瀬へイクトコロダヨ。

・kjuXjaamIhur、キョウハアメフリダ。（hur-×hurjur）

．、adIizMo､名瀬へイッタノダヨ。

・wahasaNtukiNnja，ixsehenumjutl・ワカイトキニハヨクサケヲノミヨッタ。

turトル、ｋａｋカク、ｓｉｘスルなどは－９ａをつけなくてもつかえるが、izigaデル、mhga，

mirgaミルなどは－９ａをつけないとつかえない。kix，kixgaクルなどふつうは－９ａがつくも

のもある。旧連用形起源のnumga，numdoは、あとであつかうnumjurga，numjuqdoのよう

なヲリ融合形とくらべると、切迫した感じをともない、感`情＝詠嘆的だというが、ヲリ融合

のすぎさらず系列にくらべても、おなじ連用形起源のすぎきりnudI，numjutrにくらべて

も、つかわれかたはずっとすぐない。終止形の体系からｎｕｍ(-）をはずしたほうがいいかも

しれない。なお、numjurもヲリ融合形ながら、つくりはノミ・ヲリにざかのぼる連用（＝

終止）形である。

旧連用形終止のすぎざらずは例文のしめすように未来のうごきも進行中のうごきもあらわ

すことがある。ただし、つぎのようなつかいかたもある。こうみるとテンスのワクにおさめ

るのは問題かもしれない。

．、jakixna．（ソコニイルヒトニムカッテ）モウキタノカ。

.、jaXslmna・モウスンダカ（モウスモウトシテイルカ)。

なお、諸鈍方言の動詞の活用タイプ全般については、松本「活用タイプの記述のために－

奄美大島南部方言のぱあい－」（『国文学解釈と鑑賞』１９９１．１月号、至文堂）であつかって

みた。

（４）旧連用形終止のすぎきらず弱変化活用タイプの動詞だと、強変化タイプになかった

語形があらわれることは、松本「奄美方言の動詞活用にみられる－特徴一活用のタイプと活

用体系一」（九学会連合『奄美自然・文化・社会』１９８２弘文堂）でふれたが、そのとき

省略した動名詞起源形もくわえてatmI…atmIsアツメルでしめすとしたのようになる。弱

変化タイプの旧連用形すぎきらずatmI(-)も、強変化のｎｕｍ(-)とおなじく、「終助詞」を

つけないとつかえない。これに対して、語尾が～ｒ，－，，－ｓになっているかたちは非ヲ

リ融合終止形としてヲリ融合系列のそれぞれの語形と対立する。つまり強変化タイプだと

numjur-numjum-numjusと－系列のところが、弱変化タイプではatmlr-atmlm-atmls
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およびatmI(r)jur-atmf(r)ｊｕｍ－ａｍ(r)jusの二系列になる。

(弱変化タイプ旧連用形起源すぎきらず）

強変化

num(‐）

弱変化

atml(-）

atmlr

atmlm

atmIs

旧連用形

ラ行強変化形

、語尾形

動名詞起源形

（５）ヲリ形numjurふつう三人称主語と呼応する。そこで、第三者のことをたずねられ

たぱあいのこたえとしてはヲリ形がつかわれる。単独でつかうこともできるが、-sa，－do，

-9ａなどの「終助詞」をつけてつかうことがおおい。この苔い、numjur-の語末がnumju-

qsaノムヨ、numjuqdoノムゾ、のように変化するぱあいがある。（numjurgaはそうならな

い｡）なお、ヲリ形のすぎきり系列は標準語とおなじっくりだが、琉球方言研究でチェンバ

レン以来apocopatedformといわれているかたちと同一である。

・aN2cjujasehenumjur・アノヒトハサケヲノム。

・tuNnjunacjur、トリガナイテイル。

・iNnub6xta・イヌガホエタ。

・argagasiicja・カレガソウイッタ。

・gasislrbawarlqdo・ソウスルトワレルヨ。

・argagasiicjado、カレガソウイッタゾ。

三人称主語でなくても、ヲリ形をつかうことはできる。

・wagaikjur・ワタシガイク。

・isjogaraNbau2kurIqdo・イソガナイトオクレルヨ。

ヲリ形、ｍ語尾形、動名詞起源形に関しては服部四郎「奄美大島諸鈍方言の動詞・形容詞

終止形の意義素」（『言語学の方法』1960岩波書店所収）で意味のちがいがふれられている。

（６）ｍ語尾形はヲリ形にくらべてはなしてのかんがえという面がつよくおしだされ、反

省的ないるあいをおびると説明きれたりする。また、はなしてが自分のことをたずねられた

ら、このかたちでこたえる。こういうことから一人称主語とむすびつきやすい。＿般に、ｍ

語尾形は～スル(シダ）トオモウのような意味あいになるという。また、終止形を代表きせる

かたちとしてはヲリ形があげられるなど、ｍ語尾形は、意味的にもつくりの点でも、この方

言ではマークされたかたちであるようだ。
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．（urakakjuNnja・キミカクカ。－）kakjum・カク。

･wagaizim，ワタシガデル。

･sehenudam・サケヲノンダ。

･sehenumjutamサケヲソコデノンデイタ。

･acjaxamInuhurjum・アシタハアメガフルトオモウ。

.taroxduikjum、太郎ガイクトオモウ。（はなしのておもわく的）

･argagasiicjam・カレガソウイッ夕。（icjaに対してニュアンスあり）

･uragasjam・オマエガシダ。

（７）動名詞起源の終止形numjusはノムニキマッテルジャナイカという反発的な、さら

に、ノムガソレガドウシタというようなけんかごし的な意味あいになる。

（ar，janumatfja・カレハノマナイカイ。－）armumjus．（ミテゴラン）カレハノン

デルジャナイカ。

・wagaizis、オレガデルンダ。

・waganumjutas、オレノンデタジャナイカ。（あいてに確証確認きせる）

numjusの動名詞としての用法は痕跡的で、この方言は終止形への転籍がほぼ完了してい

る。

（８）かかりむすび終止形numjuNは終止形叙述法では、古代語～ゾにあたる～ｄｕのか

かりをむすぶかたちとしてあらわれる。このかたちは諸鈍方言では連体形と同音形式である。

numjuruはうたことぱのかたちで、はなしことばにはでてこない。

・seh6dunumjuN・サケヲコソノムノダ。

・taroXduikjuN・太郎ガ(コソ）イクノダ。

・seh6duaN・サケシカナイ。（サケデアルノダの意味にもなる）

・sehedunudambixrujanumaNta・サケハノンダガ、ビールハノマナカッタ。

～ｄｕａＮは－シカナイにあたる方言形のように感じられているようである。また、さいご

の例は文が終止せず逆接的につづくが、諸鈍方言では－．u＋かかりむすび形でいいおわる

ほうがふつうである。

なお、主格をあらわす～ga，～ｄｕとかきなる（～gadu)、（～nudu）はこの方言にはあら

われない。とりたて対格とかさなる（～badu）もないが、～kusa（＜コソハ）に‐ｄｕのつ

いた－kusaduのまえには～ｂａがあらわれる。ただし対格的ではない。また、動詞条件形な

ども～｡ｕでとりたてられる。

・urbakusaduaN、ソレガコソアルノダ。

かかりの～ｄｕがきても、かかりむすび形で終止しなくてはいけないとはかぎらない。た

－１６９－

Hosei University Repository



とえば、おしはかり法はsehenumjuro、seh6dunumjuro、のように、ともに同形である。叙

述法でもs6hedunudaN・が一番適当だが他のむすびかたもありうる。

・seh6dunudam．（反省、おもわく的）

・seh6dunuda．（いえないことはない）

×（s6hedunudas）（いえない）

？seh6dunudf．（未確認）

かかりむすび終止形は、疑問詞をもつたずね法でかかりの－９ａ（＜～か）があらわれたとき

にもつかわれる。

（９）叙述法その他に、断定法一推量法の対立があるのは、標準語にもみられる日本語の

特徴といっていいだろう。推量法numjuroは本土方言、標準語のかたちにちかい～ｏでお

わるつくりであって、奄美大島全域にわたって、他の奄美諸島にみられる～ａでおわるかた

ちはない。（喜界島方言には～ｏ形と～ａ形が共存する｡）すぎきらずのnumjuroは三人称

の主語がきて推量をあらわす。（二人称主語でもいいようである｡）シテイルダロウの意味は

ほとんどすたれていて、スルダロウの意味である。

・tarozjaka2kjuro・太郎ハカクダロウ。

・arfmnudaroxja、カレモノンダロウ。

numjuroがノンデイヨウにあたるさそいかけや意志の意味になるときは同音形式としてさそ

いかけ法のメンバーにくわわる。

奄美南部一沖縄諸方言の推量法にみられるハズとのくみあわせは、かたちとしてはｎｕｍ

ｈａｔ（＜ノミハヅ)、numjuNhatのようにみとめられるが、意味は本土方言標準語のノム

ハズダ、ノムコトニナッテイルにひとしい。

名詞アンバイとのくみあわせも推定、伝聞的な意味になるが、徳之島方言、喜界島方言と

ちがって、aNb6xがすりきれた（nudaNbex）のようなかたちはない。

.、umjuNaNbexdo・ノムヨウダ（ソウダ）ヨ。

・izjaNaNb6Xdo、イッタヨウダ（ソウダ）ヨ。

（10）うたがい－たずね法はあいてをもとめない疑問や、直接きくより間接的なたずね、

遠慮した、やわらげた質問をあらわす。このかたちは終助辞の－ka、およびそれにざらに助

辞がついたつくりの－kajax，－kaiXを叙述法断定の連用起源形、ヲリ形、および推量形につ

けてつくられる。一kａをうたがい－たずね法第一、～kajaZを第二、～kaixを第三となづ

けておく。たずね法とちがって、うたがい－たずね法には疑問詞のありなしによるかたちの

区別はない。また、うたがい－たずね法をつくる独自の語幹ももたない。～kaiは～kal：と

もなるが一方だけをあげておく。（シヨッタすぎきり形は、第一から第二までのいずれにも
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みられない。

なお、うたがい－たずね法等第三nudfkaiの

(みとめ動詞終止形、うたがい－たずね法第一）

すぎきらず

numka

numjurka

numjuroka

シダすぎきり

nudrka

nudaka

nudaroka

シヨッタすぎきり

連用起源形

ヲリ形

断
定
推 numjutaka

numjutaroka量

(うたがい－たずね法第二）

連用起源形

ヲリ形

断
定
椎

､umkajax

numjurkajax

numjurokajax

nudIkajax

nudakajax

nudarokajax

numjutakajax

numjutarokajax量

(うたがい－たずね法第三）

(nudIkai）

nudakai

連用起源形

ヲリ形

断
定
推

nｕｍｋａｉ

numjurkai

numjurokai

numjutakai

numjutarokai量 nudarokai

うたがい－たずね法はふつう、あいてのことより第三者のことを問題にする。あいてのこ

とを問題にしたらたずね的であるが、－ka，～kajaxは一般にたずね的になる。

・seh6numjurka．（キミハ）サケヲノムカ。（－numjur、ノム）

・taroxjasehenumjurka,太郎ハサケヲノムカ。（－numjur・ノム）

・aN2cjujasehenudakaja:、アノヒトハサケヲノンダカネ。（のんだかのまないか

し})たい）

.、uxnudarokaja・ナニヲノンダダロウカネ。

・izjakai・イッタカネ。（カワイソウニ）

s6henumjurka．とあいてにたずねたら、それはいまこのさけをのむかどうかという個別的

なことではなくて、一般的習`慣をたずねている。（そこでこたえも自分のことだが、ヲリ形

になる｡）ａＮ？cjujasehenudakajaX・はあいてにきくことが中心で、それにくわえて自問す

る感じという。一kaiのかたちはあいてにきかせながらはなしてのきもち、あわれむような

感`情をふくませる。また、推量のうたがい－たずね形はうたがい的になるようである。

ここでもnumjurka，～kajaX，～kaiは、ノムカ（ネ)に対してノンデイルカ(ネ)になるこ
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とがあるが、そんなにおおくない。

つぎにみるたずね法に対して、うたがい－たずね法は推量形からもつくられるのが特徴的

だが、推量形からでないぱあいでも、うたがい－たずね法は、標準語に訳するぱあい、～ス

ルダロウカ（ネ）のようにしたくなることがおおい。これはうたがい的な意味あいの存在が

そうきせるのだろう。

（11）たずね法は疑問詞をともなわないたずね文につかう一般たずね形と、疑問詞つきの

たずね文につかう疑問詞たずね形とにわかれる。一般たずね形には連用起源終止形に‐ｎａ

を膠着きせてつくる、ａ形がまずある。ただし、、ａ形すぎざらずはヲリ終止形に－，ａを膠

着きせたかたちから前進同化によって変化したとおもわれる、（numjurina＞numjurinja＞…

＞）numjuNnjaのかたちがふつうつかわれる。もうひとつの一般たずね形は、形といっ

ておくが、なりたちとしては、語尾形に由来するとかんがえられる。（与論島方言で諸鈍

のnumjumIにあたるかたちはnumjumi：で、また他のたずね形、うたがい形にてらして、

たずね－うたがいの「終助詞」－ｉｘがとりだされる。諸鈍方言のうたがい形や疑問詞たずね

形にあらわれる‐ｉｘとも同源だったとすれば、numjumI…のとき－１と中舌化しているとこ

ろに（numju-mu-ix）あるいは（numjumu-rZ）のような原形がかんがえられるかどうか。

（ちなみに沖永良部方言では～ｍｕが動詞終止形である｡）

疑問詞たずね形は連用起源形に－，を膠着きせる。ただし、すぎざらずはヲリ終止形のま

まで、特別のかたちはないが、便宜上このnumjurを活用表にくわえておく。

たずね文の述語には、たずね法の語形のほか、ききにふれたうたがい－たずね法のかたち

もなることができる。叙述法のかたちもたずね文の述語になる。これらについても例文をだ

すことにする。

(終止形たずね法）

nt岬|鰯hli
シダすぎきり

nudIna

シタッタすぎきり

numjutIna

nｕｄａｍｌ

ｎｕｄＴＩｘ

numjNtamI

numjutrTx

･ura:kuNs6henumna・キミハ（イマ）コノ

･zixkakna・字ヲカイテイノレトコロカ。

｡、jaxkixna、モウキツツアノレトコロカ。

サケヲノンデイノレトコロカ。
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・sehenumjuNnja．（習慣的二）サケヲノムカ。／（コノ）サケヲノムカ。

・seh6nudlna・サケヲノンダカ。

一般たずねの、ａ形すぎきらずでnumnaは現在継続中のうごきについてたずねる。ヲリ終

止numjuNjaは、個別的なうごきについても習`慣的な状態についてもたずねることができる。

あいてはふつうnumjumでこたえる。

、形はｎａ形にくらべて、モーダルな面で中立的でなくて、たずねての予期、先入見（動

作がおこなわれないだろう、などの)、また、すすめる気のあるときなどにつかわれる。

・ｚｉｘｋａ?kjumI字ヲカクノカ。

・uras6h6nudamI・キミハサケヲノンダノカ。

疑問詞たずね形はｎｕｘナニ、ｄｆｒドレ、ｔａ(r）ダレ、ｄａｘドコ、ｉｔ(1)イツ、ikjaqsaイク

ラ…のような疑問詞をともなうたずね文の述語になる。

．、ammjai2kutnarjoxr、アナタハイクツニナリマスカ。

・nuznudfIx・ナニヲノンダカ。

．ta(r)gakuNsehenudi，丁：ダレガコノサケヲノンダカ。

．、uxnumjur・ナニヲノム。

（12）うたがい－たずね法のかたちがたずね文の述語にもなることはまえにみたが、疑問

詞たずね文の述語には、たずね法のメンバーでないかたちがくわわることもある。叙述法の

語形がたずね文の述語にくわわる例を、かかりむすび終止形のぱあいからみていく。

かかりむすび終止形が疑問詞たずね文をつくるときは、かかりに－９ａのかたちがあらわ

れる。かかり助辞の～ｇａは、古代日本語のかかり助辞の－kａと同源とおもわれる。かかり

の－９aがきても、かかりむすび終止形にならないこともある（うしろの２例)。

.ta(r)gaka2kjuN・ダレガカクノカ。

．、u2cigaicjaN・ナントイッタカ。

・nuganudaN・ナニヲノンダカ。

．、ugakjuN、ナゼクルカ。

・tagaikjur、ダレガイクノカ。

・taganudiLダレガノンダノカ。

かかり部分の～ｇａが疑問詞でないときもあるようだが、終止形の範囲は確認してない。

・seheganumjuro・サケヲノムダロウカ。

連用起源の終止形も疑問詞をうけることができる。

・ｄａｘｉｋ・ドコヘイクノカ。（どこかへいくのがわかっている）

・dama2ciik．（いえないことはない）

．、uznudiLナニヲノンダ。

－１７３－

Hosei University Repository



.、uxciici・ナンテイッタカ。

daXikとdaxha2ciikjurは、ともにいくのがわかっているときにつかうようだ。活用表にあ

げなかったつくりのたずね文の述語になるかたちとして、引用形式にひっぱられたさそいか

け形起源のnumociがある。このかたちは疑問詞のありなしに関係なくつかえる。‐ciのつ

かないかたちは、諸鈍方言では、つかえない。

・urajasehenumoci・キミハサケヲノモウッテカ。

.、uzatmfroci・コレカラナニヲアツメヨウトイウノカ。

・daXha2ciikjoci・ドコヘイコウッテ。（いくかいかないかわからないとき）

このいいかたにていねいないるあいはなく、したしみをもったみぢかなひと、後輩などに対

してつかう。

～samf（numjuNsamf，nudaNsamI，numaNsaml…）のようなかたちはしらべもらした。

（13）たずね形は感動、反語、命令などたずね以外の意味であらわれることもある。ざい

どの例はきまり文句化している。

・aMcjumsizina・アノヒトモ死ンダカ。（感動）

．、amagadIbiNkjozsYraNmuNnaitharabiNkjoxsjur・イママデ勉強シナイモノハ

イツカラ勉強スル。（反語）

・argaikjadanaukjumY・カレガイカズニイルモノカ。

なお、numaNnaノマナイカ→ノメのような例はうちけし動詞のところでふれる。

（14）叙述法、うたがい－たずね法、たずね法以外のはたらきかけ法、ねがい法はテンス

の対立をもたない。ただし、非ヲリ形とヲリ形の対立はかかえこんでいてアスペクチュアル

な対立をしめす箇所がおおい。はたらきかけ法、ねがい法の活用表を一括してしめす。

(はたらきかけ法）

つくり（アスベクト）

非ヲリ形

ヲリ形

非ヲリ形

ヲリ形

非ヲリ形

ヲリ形

非ヲリ形

ヲリ形

かたち

ｎｕｍｏ

ｎｕｍＪｕｒｏ

ｎｕｍｏｋａ

ｎｕｍｊｕｒｏｋａ

ｎｕｍｌ

numjurf

●●●

numlJo

numjurfjo

ムード

きそいかけ

きそいかけ

うたがい

命令

命令一たのみ
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すすめ うちけし起源形

条件起源形

nｕｍａＮｎａ

ｎｕｍｂａ

(ねがい法）
dana形 numadana

（15）きそいかけ形はそのままでははなしての意志をあらわすことがおおく、きそいかけ

をあらわすときは－ｊａがふつう膠着する。numjuroは推量形と同音形式としてあつかった。

・iziroja、デヨウヤ。

・seh6numjuroja・サケヲノンデイヨウヤ。

・wagamirjo、ポクガミヨウ。

きそいかけ形はうたがい－たずね形をつくる－ｋａをつけることができる。

なお、うちけしの一般たずねの、形ｎｕｍａｍＩはきそいかけ的にもつかうことができるよ

うだ。

（16）命令形は「終助詞」のつかない命令形１のほかに、‐ｊｏのついたかたちを、命令一

たのみ形としてあげておく。これは、‐ｊｏがつくと命令のきもちがよわくなって、標準語の

～シテクレのような感じになるらしいからである。命令形には－ｊｏ以外にも－cibaがついて、

numicibaノメッテバのようになることもあるが、これは活用表からはぶいた。

（17）すすめ形として活用表にあげたかたちは、ともにこのカテゴリー固有のかたちでな

く、現在でもそれぞれ、うちけしの一般たずね形、みとめの条件形としての用法がある。さ

しあたって統語論で述語のつくりを記述するよゅうがないので、形態論のワク内にわりこま

せておく。numaNnaはノマナイカがあいてにすすめる意味になり、ｎｕｍｂａノメバはノメ

バがおなじくノメバイイ、ノンダラドウダのような感じであいてにすすめることになる。な

お、徳之島方言では条件形起源のかたちはすすめの意味になるが、うちけし起源のかたちは

きそいかけの意味である。また、ヲリ系列の条件形numjurbaはすすめの意味は未確認だし、

うちけしのたずねでは（numjuraNna）からしてないようだ。

nuga＋うちけし動詞のかかりむすび終止形ですすめをあらわすいいかたがある。

.、ugakamaN．（ナゼタベナイ）タベタライイノニ。

．、ugakoN．（ナゼコナイカ）キタライイノニ。

.、ugakomci・ナゼコナイノカ。（たずね）

（18）ねがい形numadanaもうちけしの連用形としてつかわれる。どちらもすぎきらず系

列はないし、シヨル語幹からの（numjuradana）もないようである。ねがい形numadanaに
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かわり語形numaganaがあるかもしれない。（うちけし連用形はnumagana、numaNganaが

ある｡）

・sjeq?ka?kuabrjuNmuNikjadana・セッカクヨブノニイケバイイノニ。

・gaqsasehenumadanajax・ソンナニサケヲノミタイナ。

・argaikjadanawagaikjum・アレガイカナイノデワタシガイク。（連用形）

これらはうちけしの連用形numadanaノマナイデの意味から、ノミタイ、ノメバイイノニの

ようなねがい的な意味になってきたとおもわれる。また、はたらきかけ法とねがい法の関係

は、はなしてとあいてとの関係のしかたの点で、たずね法とうたがい法の関係Iこにている。

徳之島方言では諸鈍numadanaに対応するnumadaNはすすめ形としてあらわれる。諸鈍方

言ですすめる文nuga～の訳とねがい形の訳とが、はなしての標準語へのおきかえによって

おなじになっているのも、偶然とはいえないかもしれない。

条件形numbaはnumbajax（numbajax）となってはなしてのねがいをあらわす文をつく

ることができる。なお、例文のwaNdaroはワタシデアロウ卜。

・waNdaroikbajax・ポクモ（イケタラ）イキタイナア。

・s6henumbajaz・サケヲノミタイナア。

（19）うちけしの動詞の終止形をいままでみてきたようにならべれば、つぎのとおりであ

る。まず、叙述法は、みとめ動詞とちがって、テンスですぎさらずに非ヲリ形語幹とヲリ語

幹がたつので、すぎきりをふくめて系列がよっつになる。うちけし動詞だけでまとめれば、

非ヲリ形うちけし動詞、ヲリ形うちけし動詞のふたつがたてられそうである。この点で、み

とめ動詞のぱあい以上に、非ヲリ形に対して、ヲリうちけし形のnumjurat，numjuraNtI以

下を、文法的な派生系列としてあつかうことが可能になってくる。みとめ系列にあわせて、

いまのところこのようにまとめたが、ムードのワクやなづけも多少かわっている。

(うちけし動詞叙述法）

すぎ

非ヲリ形

ざらず

ヲリ形

numjurat

「

す

形
位
、
伽
伽
肌
肌

リ
狐
狐
狐
狐
狐
狐

ヲ
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
ｍ

Ｆ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ

３
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

ｍ
ｓ
Ｎ
ｍ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

⑭
１
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

、
リ
形
、
虹
、
、
、
、

。
』
．
』
。
』
。
』
．
』
。
』

苔
列
皿
皿
皿
皿
皿
血

ﾑｰﾄﾞ、ﾃﾝｽｰｱｽﾍﾟｸﾄ
連用起源形

断
apocope形

定、語尾形

動名詞起源形
法

かかりむすび形

推量法

nｕｍａｔ

nｕｍＪｕｒａｍｎｕｌｎａｍ

ｎｕｍａｓ

ｎｕｍａＮ

ｎｕｍａＮｄａｒｏ

numJuras

numjuraN

numjuraNdaro
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みとめ動詞とつくりの点でちがうところは、みとめ動詞のヲリ形～ｒでおわるかたちにあた

るものがきえている点である。そこでみとめ動詞ならnumjur，muda…となるところがす

ぎきり系列しかのこらなくなったので、なづけをapocope形とした。連用起源形の～ｔは

～ズに対応する。～ｔＩは～テに対応するが、numat…numaNtY…の連用起源形はどれも

連用形としての用法はない。また、ｍ語尾すぎさらず系列で－ｍのかたちをたもっているこ

とは、奄美大島南部方言の特徴である。こうしてみとめ動詞同様、うちけし動詞でも、語尾

形は外形上の統一'性がみとめられるが、すぎさらず系列での本来のうちけし接尾辞と、語尾

とのかかわりが問題になる。おなじことは、動名詞起源形のすぎさらずnumas，numjuras

についてもいえるだろう。徳之島方言にみられるnumaNsf，与論島方言のnumaNsi，

numaNnusiのようなうちけし接尾辞をふくんだ動名詞形は諸鈍方言にはみられない。

推量法すぎざらずは連体形numaMnumjuraNに‐daroを融合きせた標準語式のつくりで、

みとめ動詞でふれたaNbexのすりきれから生じたかたちや、徳之島式のnumumeX、喜界

島方言のnumaNmのようなメー系のうちけし推量形はでてこない。

以下、例文をしめす。断定法の各形のつかいわけの記述は今後にまわす。

．（numr、ノメ。といわれて－）ｂａ，numat・イヤダ、ノマナイ。（あいての命令へのはな

しての反発）

・hoNnajumaNta・本ハヨマナカッタ。

・ｓｉｍａＮ？cjujabixrujaaNmarnumam・シマノヒトハビールハアンマリノマナイ。

・kjuzjasehejanumam・キョウハサケハノマナイ。

．（ikjaqsanu:、ソラ［カレハ］イカナイジャナイカ。－）wanumikjas・ポクモイ

カナイ。

・sehedunumaN，bixrujanumjur・サケコソノマナイガビールハノム。

．ａr，janadeha2ciikjaNtaro・カレハ名瀬ニイカナカッタダロウ。

－do(x）はみとめ動詞のヲリ形に膠着したが（numjuqdo(:）．..)、うちけし動詞では

numaNdox，numaNtadoxのようになる。このすぎさらずのnumaNdoxからとりだきれる

numaN-は、みとめ動詞numjuqdo:や、また、うちけし動詞のすぎきりnumaNtadoxにてら

すと、分布上みとめ動詞でヲリ形とよんだところに対応し、うちけし動詞でapocope形と

した箇所の活用表の余白にはいってくる。だとすれば、かかりむすび終止形numaNと同音

形式になっていることになる。

（20）うちけし動詞のうたがい－たずね法もみとめ動詞のそれに対応して３種にわかれる。

活用は、一括してかかげるが、こまかいところの異同があるかもしれない。
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(うちけし動詞うたがい－たずね法１，２，３）

二iiEiT
すぎきり

鞭
(－）

numjuraNka

numjuraNdaroka

(－）

nｕｍａＮｋａ

numaNtlka

numaNtaka

numaNtarokanumaNdaroka

(－）

numjuraNkajax

numjuraNdarokajax

(－）

numaNkajax

numandarokajax

numaNtfkajax

numaNtakajax

numaNtarokajax

.ａr，jasehejanumaNka・アレ（カレ）ハサケハノマナイカ（たずねにも)。

.（×urajasehejanumaNka、２人称はダメ）

･taganumaNkai．（たくぎんいるなかで）ダレガノマナイカナ。

(21）うちけし動詞たずね法の活用もみとめ動詞に準ずる。

(うちけし動詞終止形たずね法）

ざらず

ヲリ形

numjuraNna

numJuraml

numjurat

すぎ

ilM鱗ｌ
ｎｕｍａＮｔｒｉｚ’

さり

ヲリ形

numjuraNtlna

numjuraNtamI

numjuraNtrix

すぎ

非ヲリ形

nｕｍａＮｎａ

ｎｕｍａｍｌ

ｎｕｍａｔ

テンスーアスペクト

ムードーつくり

一般た、ａ形

ずれ、形

疑問詞たずね

･uraxs6h6janumaNna・キミハサケハノマナイカ。（ノマナイと予想して）

･seh6numaml・サケヲノマナイカ。（さそい的にもなる）

･numumat・ナニヲノマナイ。（×ｎｕｘｎｕｍａｍ・はダメ）

（22）疑問詞たずねにかかりむすび終止形をつかうこともできる。これもみとめ動詞と同

様である。これはすすめ的にもなる。
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・urasehejanumaNna・キミハサケハノマナイカ。（ノマナイと予想して）

・sehMumaml・サケヲノマナイカ。（きそい的にもなる）

．、uxnumat・ナニヲノマナイ。（×nuXnumam・はダメ）

うちけしの一般たずね形numaNnaのすすめ的な用法は、すすめ形としてあつかってある。

（23）うちけし動詞はたらきかけ法は、うちけしの命令（禁止）のかたちと命令一たのみ

的なかたちとがある。このつくりもそれぞれみとめ動詞のそれに対応する。ただし、みとめ

動詞にみられたヲリ形numjurI，numjurljoにあたる（numjuNna)，（numjuNnajo）はない。

ただし、シトル系派生動詞のnuduNna，nuduNnajoはある。例文もだしておく。

（うちけし動詞はたらきかけ法）

かたち

ｎｕｍｎａ

ムード

命令

･sehejanumna・サケハノムナ。

･uqkara？wlxjanumnajo、ソレカラウエハノムナ

ヨ（ノマナイデル

･itIgadfmnacjuNnaイツマデモナイテルナ。

･gasinuduNnajo・ソンナニノンデルナヨ（ノンデナ

イデ)。

命令一たのみlnumnajo

(24）うちけし動詞のねがい法はみあたらない。

（25）つくりのうえで、numjurからの文法的な派生動詞として形態論であつかう必要の

ありそうなかたちのうち、気づいているものをあげておく。いままでにふれたものははぶく。

numjurのアスベクト的な派生動詞として、numjurjurのようなかたちがあるが、過去の

numjurjutaはあまりいわなくて、numjutaをつかうなど、活用体系がどのくらいそろうか

は不明である。つくりとしてはノミヲリヲリにあたる。

アスベクチュアルな派生動詞としてnumjurに対立して活用体系もしっかりしているのは

nudurである。ノミテヲリ、ノンドルにあたる。この派生動詞のシテヲリヲリ形nudurjur

もわからないことはない。

つくりの点でシテアル（アリ）にあたるｎｕｄｌａｒもあるが、標準語より用法がひろい。

また、ｎｕｄｌａｒのうちけしｎｕｄｌｎｅｍ（マダノンデナイに対して同音形式でｎｕｄｆｎｅｍ（ノ

ンデモウナイ＞）ノンデシマッタがある。とりたてのnudfjanemはシテアルのうちけしの

とりたて（マダノコッテイル)。nudIikjurノンデイク、ｎｕｄｌｋｊｕｒノンデクルのような

かたちもある。ボイス的な派生動詞はうけみ、可能がnumarlr，使役がnumasjurである。

ただし、「サ変」ｓｊｕｒの使役形はsimIr，Ｓｉｍ(r)jur．また、サレルにあたるsrrarIrはsjur
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の可能動詞でもある。

やりもらい動詞ではシテヤルにあたるかたちがなく、シテクレルーシテモラウの「クレモ

ライ」のワクぐみなのは東北方言などと同様である。nudI2kurrrノンデクレル（Cf．Ｆウ

シテクレヨウ)、nudrmora(r)jurノンデモラウ。

その他ｎｕｄｆｍｍｉｒノンデミル（ノンデモミルに対応か)、nudrmisi(r)jurノンデミセル

やnudIukjurノンデオクのようなかたちもみとめられる。うやまい動詞は規則的には

numiNsjorでできるが、ノムに関してはmisjorメシアガルもある。

派生形容詞的なnumbusjaノミタイ、numcjagesaノミソウダのうち前者からはノミタガ

ルにあたるくみたて動詞numbusjasjurができる。

（つけたり）本稿は筆者が以前発表した「奄美諸島加計呂麻島諸鈍方言の動詞の語形変化

おぼえがき」（学習院女子短期大学『国語国文論集』２，１９７３）につながるが、直接には

1985年空中分会で口頭発表した「諸鈍方言の動詞の活用体系おぼえがき」（１）に手をくわ

えたものである。終止形以外についても、口頭発表の原稿があるが、今回はそれまで検討す

ることができなかった。諸鈍方言については一貫して、金久正先生におしえていただいて

いる。金久先生は諸鈍方言の文法現象のなかでもとりわけふるい層に興味と関心をしめきれ、

おおくの事実を丹念におもいだして〈だきった。ふかく感謝する。それを体系化する筆者の

ちから不足から、意味＝内容面を中心としてぬけおちがあるが、今後の研究のたたき台にな

ることをねがう。

故中本正智先生には、奄美方言を勉強するヤマトゥンチュということで、いろいろ目をか

けていただき、しばしば論文の発表をもとめられた。中本先生とちがっていくつも原稿が用

意してあったりすることはないので、なかなか要望にそえなかった。諸鈍方言に関しても、

筆者の旧稿をなんとかしろというおはなしがあったようにおもう。いまもつたない本稿では

あるが、中本先生にみていただけなくなってしまった。合掌。
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